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北毛保健生協組合員現勢
2015年７月末現在

組合員……………… 17,000人●
出資金………………６億8106万円
１人平均出資金…… 40,063円

組合員自身の力で組織を
大きく強くしましょう！

大腸肛門外来（毎週火　午前9：00～12：00 予約は不要です）おしり（肛門など）で何か気になることがあれば、ぜひお気軽に受診して下さい。

映
画
『
標
的
の

村
』
を
観
た
。
三

上
智
恵
監
督
が
全

国
ニ
ュ
ー
ス
に
は

流
れ
な
い
歴
史
的

事
実
と
深
い
悲
し

み
と
怒
り
の
沖
縄
の
現
状
を
訴

え
た
。
胸
を
刳え

ぐ
ら
れ
る
様
な
衝

撃
を
受
け
た
。『
高
江
の
空
』

こ
の
土
地
は
我
々
の
も
の
だ
！

こ
の
空
も
我
々
の
も
の
だ
！
い

つ
の
頃
か
ら
か
自
分
の
土
地
に

入
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
に
罰
せ
ら

れ
、
日
本
国
に
罰
せ
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
今
度
オ
ス
プ
レ

イ
が
来
る
と
い
う
。
毎
日
我
々

の
頭
上
を
飛
ぶ
と
い
う
。
嫌
だ

と
坐
り
込
ん
だ
ら
国
に
訴
え
ら

れ
た
。
こ
の
国
の
法
律
は
一
体

誰
の
た
め
の
も
の
な
の
か
。
こ

の
国
の
司
法
は
一
体
何
を
裁
く

の
か
。
そ
れ
で
も
オ
ス
プ
レ
イ

が
来
る
な
ら
取
り
返
し
に
行
こ

う
。
我
々
の
土
地
を
。
こ
れ
は

沖
縄
高
江
の
安
次
嶺
現
達

あ
し
み
ね
げ
ん
た
つ

さ
ん

の
心
か
ら
の
叫
び
だ
。
参
議
院

特
別
委
員
会
で
防
衛
省
統
合
幕

僚
監
部
内
部
文
書
が
暴
露
さ
れ

た
。
日
本
国
憲
法
、
国
会
、
国

民
の
心
を
無
視
し
た
ア
メ
リ
カ

言
い
な
り
の
実
態
と
『
戦
争
法

案
』
の
危
険
性
が
さ
ら
に
明
ら

か
。
沖
縄
東
海
岸
に
陸
上
自
衛

隊
員
同
乗
の
米
軍
ヘ
リ
墜
落
。

沖
縄
は
ま
る
で
植
民
地
だ
。
沖

縄
を
と
り
戻
す
国
民
の
連
帯
が

今
必
要
だ
。
日
本
中
が
【
標
的
】

に
な
る
の
で
は
か
な
わ
な
い
。

（
有
馬
支
部
　
宮
下
歌
子
）

新
病
院
完
成
後
初
め
て
の
総
代
班
長
研
修
会
が
、
８
月

28
、
29
日
の
２
日
間
、
伊
香
保
温
泉
・
ホ
テ
ル
天
坊
に
て
、

支
部
・
地
域
１
０
１
名
、
職
場
46
名
、
合
計
１
４
７
名
の

参
加
で
開
か
れ
ま
し
た
。

２
日
目
の
分
科
会
で
は
６
つ
の
テ
ー
マ
で
熱
心
に
討
議

さ
れ
ま
し
た
。

強
化
月

強
化
月
間
へ
心
ひ
と
つ
と
つ
に 

強
化
月

強
化
月
間
へ
心
ひ
と
つ
と
つ
に 

強
化
月
間
へ
心
ひ
と
つ
に 

総
代
班
長
研
修
会
開
催 

2015
高
橋
八
十
二
吉
岡
支
部
長
の

総
合
司
会
で
始
ま
り
ま
し
た
。

小
野
實
保
健
組
織
委
員
長
に
よ

る
基
調
報
告
で
は
『
北
毛
保
健

生
協
を
大
き
く
強
く
す
る
た
め

に
』
と
題
し
て
そ
も
そ
も
医
療

生
協
と
は
何
か
に
つ
い
て
、
北

毛
保
健
生
協
の
事
業
所
の
特

徴
、
そ
し
て
最
後
に
強
化
月
間

に
向
け
た
取
り
組
み
と
課
題
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

北毛保健生協を大きく強く、決意を新たに

動
と
今
後
に
つ
い
て
の
講
演
が

行
わ
れ
、
会
場
か
ら
の
発
言
も

あ
り
活
発
な
意
見
交
換
が
で
き

ま
し
た
。

２
日
目
は
６
つ
の
分
科
会
に

分
れ
て
の
討
論
、
角
田
行
生
さ

ん
に
よ
る
『
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会

議
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
行
動
』
の
報

告
、
被
爆
70
年
目
の
原
水
爆
禁

止
世
界
大
会
参
加
代
表
団
の
報

告
、
ま
と
め
と
し
て
中
澤
眞
理

理
事
長
の
あ
い
さ
つ
で
２
日
間

の
研
修
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

１．

生
協
強
化
月
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

一
、
仲
間
ふ
や
し
年
間
目

標
、
出
資
金
年
間
目
標

の
８
割
達
成
で
「
み
ん

な
の
病
院
」
完
成
後
を

展
望
し
ま
す

一
、
北
毛
保
健
生
協
を
大
き

く
強
く
、
そ
し
て
利
用

結
集
、
運
営
参
加
を
強

め
若
い
世
代
に
つ
な
げ

ま
す

一
、
支
部
と
職
場
が
力
を
合

わ
せ
、
新
た
な
「
支
部

づ
く
り
３
カ
年
計
画
」

を
つ
く
り
あ
げ
ま
す

一
、
健
康
づ
く
り
、
ま
ち
づ

く
り
を
テ
ー
マ
に
班
会

を
開
き
ま
す
。
機
関
紙

配
付
の
担
い
手
を
増
や

し
ま
す

一
、
地
域
総
訪
問
行
動
に
取

り
組
み
、
支
え
あ
い
、

助
け
あ
い
の
ま
ち
づ
く

り
を
す
す
め
ま
す
。
グ

ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
た

新
北
毛
病
院
を
多
く
の

方
に
知
ら
せ
ま
す

一
、
協
同
ま
つ
り
を
成
功
さ

せ
ま
す

生
協
強
化
月
間
方
針

北
毛
保
健
生
協
を
大
き
く
強
く

２．

強
化
月
間
の
期
間

10
月
１
日（
木
）〜
11
月
30
日

（
月
）の
２
ヶ
月
間

３．

北
毛
保
健
生
協
に
お
け
る

月
間
の
重
点
課
題

�
仲
間
ふ
や
し
、
出
資
金
ふ
や

し
の
課
題

①
未
加
入
利
用
者
を
重
点
的
に

訪
問
す
る
な
ど
、
仲
間
ふ
や

し
に
こ
だ
わ
っ
た
計
画
を
立

て
、
行
動
し
ま
す
。

②
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所
の
仲
間

ふ
や
し
は
組
合
員
利
用
率
の

定
款
内
入
院
１
０
０
％
、
外

来
・
介
護
90
％
以
上
を
目
標

に
仲
間
ふ
や
し
に
取
り
組
み

ま
す
。

続
い
て
篠
田
里
佳
保
健
師
よ
り

『
医
療
福
祉
生
協
の
健
康
習
慣
』

の
課
題
報
告
が
あ
り
、
学
習
講

演
で
は
『
武
力
に
よ
っ
て
平
和

は
つ
く
れ
な
い
』、「
憲
法
９
条

に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
」
実
行

委
員
会
共
同
代
表
石
垣
義
昭
さ

ん
に
よ
る
鷹
巣
直
美
さ
ん
の
活

③
全
支
部
・
職
場
が
年
間
目
標

の
80
％
達
成
を
目
指
し
ま
す
。

④
出
資
金
ふ
や
し
は
、「
生
協

の
事
業
運
営
」
へ
の
参
加
の

一
つ
と
し
て
重
視
し
ま
す
。

⑤
地
域
で
の
積
立
増
資
参
加

は
、
引
き
続
き
総
代
数
の
２

倍
を
目
標
と
し
て
裾
野
を
広

げ
ま
す
。

⑥
職
場
は
、
担
当
支
部
と
共
に

活
動
し
ま
す
。
ま
た
地
域
訪

問
、
さ
さ
え
あ
い
を
す
す
め

ま
す
。

⑦
10
月
１
日
の
新
病
院
グ
ラ
ン

ド
オ
ー
プ
ン
を
見
据
え
た

『
組
織
づ
く
り
、
つ
な
が
り

マ
ッ
プ
づ
く
り
』
を
目
指
し

ま
す
。

小野實保健組織委員長篠田里佳保健師

石垣義昭さん

高橋八十二吉岡支部長

参
加
者
の
感
想

８
つ
の
生
活
習
慣
と
２
つ
の

健
康
指
標
、
そ
し
て
班
会
へ

課
題
報
告
・
篠
田
保
健
師
よ

り
『
医
療
福
祉
生
協
の
健
康
習

慣
』
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

と
て
も
分
か
り
や
す
く
理
解
で

き
ま
し
た
。
自
ら
の
健
康
は
自

ら
守
り
発
展
さ
せ
て
イ
キ
イ
キ

長
生
き
で
き
る
よ
う
に
健
康
寿

命
を
延
ば
す
こ
と
が
大
切
で
あ

る
こ
と
が
説
明
さ
れ
、
今
ま
で

の
生
活
を
見
直
す
機
会
に
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
に
は
自
分
を
変

え
社
会
に
働
き
か
け
、
み
ん
な

と
協
力
し
合
っ
て
明
る
く
楽
し

く
積
極
的
に
生
き
ら
れ
る
地
域

づ
く
り
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
今
自
分
に
で
き
る
こ
と
は

小
さ
な
こ
と
で
す
が
、
今
回
学

ん
だ
こ
と
を
班
会
で
話
題
に
し

て
広
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
。（赤

城
支
部
　
木
暮
洋
子
）

憲
法
９
条
を
守
る
日
本
国
民
に

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
！
　
そ
し

て
楽
し
い
交
流
会

総
代
班
長
研
修
会
１
日
目

『
武
力
に
よ
っ
て
平
和
は
つ
く

れ
な
い
』
と
題
し
て
石
垣
義
昭

さ
ん
よ
り
学
習
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。
鷹
巣
直
美
さ
ん
（
一
般

家
庭
の
２
児
の
母
）
が
日
本
国

憲
法
９
条
を
保
持
し
て
い
る
日

本
国
民
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を

ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
せ
た
偉
大
さ

と
、
こ
の
憲
法
９
条
は
国
民
生

活
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。ま

た
夕
食
交
流
会
は
八
木
原

支
部
の
司
会
で
行
わ
れ
、
フ
ラ

ダ
ン
ス
や
、
楽
器
演
奏
、
炭
坑

節
、
我
が
北
橘
支
部
は
『
ノ
ー

詐
欺
音
頭
』
で
会
場
を
盛
り
上

げ
楽
し
い
交
流
会
と
な
り
ま
し

た
。（
北
橘
支
部
　
梅
沢
芳
夫
）
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職
場
紹
介
⑤

内
科
・
外
科
・
小
児
科
外
来

外
来
師
長
の
中
澤
で
す
。
北

毛
病
院
に
勤
務
し
て
26
年
目
に

な
り
ま
す
。
病
棟
勤
務
後
精
神

科
外
来
で
20
年
以
上
訪
問
看
護

を
通
し
て
障
が
い
を
持
っ
て
い

て
も
地
域
で
そ
の
人
ら
し
く
暮

ら
せ
る
お
手
伝
い
を
し
て
き
ま

し
た
。
３
年
前
、
内
科
外
来
に

異
動
し
昨
年
11
月
よ
り
外
来
師

長
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

外
来
は
、
内
科
・
外
科
・
小

児
科
・
精
神
神
経
科
・
内
視

鏡
・
各
専
門
外
来
が
あ
り
ま

す
。ス
タ
ッ
フ
は
看
護
師
18
名
、

外
来
事
務
３
名
で
す
。

玄
関
を
入
る
と
左
側
に
待
合

室
が
あ
り
１
番
の
診
察
室
外
科

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
外
科
の
処

置
室
に
は
新
た
に
電
動
の
処
置

ベ
ッ
ド
が
入
り
ベ
ッ
ド
へ
の
乗

り
降
り
が
楽
に
な
っ
た
と
お
も

い
ま
す
。
内
科
の
診
察
室
も
車

い
す
で
も
楽
に
出
入
り
出
来
る

広
さ
に
な
り
そ
れ
ぞ
れ
が
個
室

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
も
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

内
科
の
処
置
室
は
だ
い
ぶ
広
く

な
り
ベ
ッ
ド
も
増
え
、
落
ち
着

い
た
空
間
で
点
滴
な
ど
受
け
て

い
だ
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
救
急
初
療
室
が
で
き
救
急

車
受
入
数
も
増
え
て
い
ま
す
。

小
児
科
も
夜
間
外
来
が
確
立

さ
れ
多
く
の
方
々
が
来
院
し
て

い
ま
す
。
急
性
期
〜
慢
性
期
、

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

安
心
し
て
駆
け
込
め
る
外
来
で

あ
る
よ
う
皆
で
頑
張
っ
て
い
ま

す
。待
ち
時
間
が
長
か
っ
た
り
、

具
合
い
が
悪
か
っ
た
り
、
何
で

も
構
い
ま
せ
ん
気
軽
に
声
を
か

け
て
下
さ
い
。

（
外
来
師
長
　
中
澤
　
佳
子
）病院の顔として笑顔で迎えます

会
」
が
午
前
10
時
30
分
〜
午
後

１
時
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
発
の
原
子
爆
弾
で
広
島
14

万
人
・
長
崎
７
万
４
０
０
０
人

の
命
を
奪
っ
た
核
兵
器
は
「
絶

対
悪
」
で
す
。
ま
た
、
被
爆
者

の
証
言
は
耳
を
覆
い
た
く
な
る

思
い
で
聞
か
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
証
言
者
も
80
歳
を
超
え
て

お
り
、
証
言
を
受
け
継
ぐ
べ
く

若
い
高
校
生
達
が
多
数
参
加
し

て
い
る
の
に
は
驚
く
と
共
に
た

の
も
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。６

日
の
集
会
終
了
後
、北
毛
生
協

３
人
で
原
爆
ド
ー
ム
を
見
学
し

ま
し
た
。
一
瞬
で
屋
根
は
は
が

れ
、
床
・
壁
が
崩
れ
落
ち
た
建

物
を
目
の
前
に
す
る
と
、
原
子

爆
弾
の
す
さ
ま
じ
い
威
力
に
身

震
い
し
ま
し
た
。
ち
な
み
に
世

界
に
は
１
万
数
千
発
の
核
兵
器

ば
な
ら
な
い
と
実
感
し
ま
し
た
。

８
月
５
日
分
科
会
（
映
像
の

ひ
ろ
ば
）
で
は
、
広
島
・
長
崎

の
原
爆
投
下
７
か
月
後
の
記
録

が
放
映
さ
れ
、
写
真
で
は
伝
わ

ら
な
い
現
実
味
の
あ
る
内
容
と

な
っ
て
お
り
、
戦
争
の
悲
惨
さ

を
改
め
て
目
の
当
た
り
に
し
、

こ
の
よ
う
な
酷
い
こ
と
は
２
度

と
繰
り
返
し
て
は
い
け
な
い
と

強
く
感
じ
ま
し
た
。

被
爆
被
害
者
の
方
の
体
験
談

で
は
教
科
書
で
は
知
り
え
な
い

こ
と
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
戦

父
が
い
ま
し
た
。
い
つ
も
ニ
コ

ニ
コ
と
し
て
い
る
印
象
し
か
な

い
叔
父
で
し
た
。
戦
時
中
叔
父

は
召
集
さ
れ
、
戦
後
も
壮
絶
な

思
い
を
し
て
き
た
と
親
戚
が
話

を
し
て
い
る
の
を
聞
い
て
、
子

供
な
が
ら
戦
争
は
い
け
な
い
も

の
だ
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
今

回
、
原
水
禁
参
加
の
機
会
を
得

て
、
叔
父
の
こ
と
が
頭
に
浮
か

び
、
自
分
の
眼
で
し
っ
か
り
見

て
こ
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

広
島
平
和
記
念
資
料
館
や
分

科
会
で
の
映
像
で
は
真
っ
黒
に

焼
け
た
人
、
引
き
ち
ぎ
ら
れ
た

り
不
自
然
な
形
に
曲
が
っ
た
鉄

骨
、
体
や
顔
面
が
熱
傷
後
ケ
ロ

イ
ド
に
な
っ
た
人
な
ど
、
そ
し

て
生
き
残
っ
た
人
も
終
戦
後
に

差
別
に
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
映
像
や
パ

ネ
ル
を
見
て
、
改
め
て
戦
争
や

原
爆
の
恐
ろ
し
さ
を
感
じ
、
自

分
の
年
代
だ
け
で
な
く
永
遠
に

平
和
な
時
代
が
続
く
こ
と
を
願

い
、
行
動
を
し
て
い
か
な
け
れ

ば
と
感
じ
ま
し
た
。

（
診
療
所
看
護
師
青
木
美
佳
）

42名全員で記念撮影

教育文化委員会
の折り鶴を記載
台へ

第６回ELMO（エルモ）
サマーキャンプの報告

今年で第６回となるELMOサマーキャンプが８月22日、
23日に榛名湖を臨む榛名高原学校で開催され、大学生や
病院職員、地域の方々など合わせて42名が参加しました。
ELMOは医学的観点に基づいたグループワーク・プログ
ラムを通して、相手を「信じる・思いやる・支えあう」
といった心の成長課題を感覚として習得することを目的
としています。ELMOには集団行動が苦手だったり、気
持ちを上手に表現することのできなかったりする、いわ
ゆる発達障がい児も参加します。ELMOではそれらを一
つの個性として受け入れ、障がいも健常も関係なく、グ
ループで様々なグループワークプログラム（ゲーム）を
実践し、遊びながら互いに学び成長していきます。
キャンプでは子どもたちを中心に、難しい課題に対し

てどうすれば全員で成し遂げることができるのか、グル
ープで意見を出し合い、試行錯誤の連続でした。全員で
支え合いながら失敗とチャレンジを繰り返す中で、次第
にグループが一つにまとまっていくのを感じました。
１泊２日の限られた時間の中でも、子どもたちの誰も

が成長していきます。子ども同士が互いに支え合ったり、
参加するだけではなくグループの一員として貢献しよう
と手を伸ばし、率先して身を乗り出していく姿が印象的
でした。そして、何よりもそんな子どもたちの成長を通
して大人たちが行動し、楽しみつつ成長していくことが
できるキャンプだったと思います。学生スタッフととも
に今回のキャンプでの学びを深め、今後の活動に活かし
ていきたいと思います。

（医学生担当　加谷真由美）

『救急の日9/9』防災訓練開催のお知らせ
日時：９月８日（火）14：00から16：00
場所：北毛病院
北毛保健生協では「救急の日」及び「救急医療

週間」の行事として、救急業務、救急医療に対し
地域のみなさまに理解と知識を深めていただく事
を目的として渋川広域消防本部と合同で上記の通
り防災訓練を行います。
当日は見学も出来ます。お気軽におこしください。
問い合わせ：北毛病院　事務長　鈴木

TEL：0279-24-1234

永
遠
に
平
和
な
時
代
が

続
く
事
を
願
う

私
は
戦
争
を
知
り
ま
せ
ん
。

祖
母
が
同
居
し
て
い
ま
し
た
が
、

詳
し
く
戦
争
の
体
験
談
を
話
し

て
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
話
さ

な
か
っ
た
の
は
ど
ん
な
心
境
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
。
私
に
は
叔

二
度
と
繰
り
返
し
て
は

な
ら
な
い

８
月
４
日
、
原
水
爆
禁
止
２

０
１
５
世
界
大
会
が
開
催
さ

れ
、草
の
根
の
運
動
報
告
か
ら
、

平
和
行
進
に
た
く
さ
ん
の
海
外

の
方
が
参
加
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。
岡
山
の
代
表

団
の
中
に
は
、
親
か
ら
活
動
を

引
き
継
い
だ
２
世
の
活
動
報
告

が
あ
り
日
本
だ
け
で
な
く
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
も
行
動
し
、
若

い
方
の
活
動
を
見
習
わ
な
け
れ

証
言
を
受
け
継
ぐ

高
校
生
た
ち
に

た
の
も
し
さ
を
感
じ
た

２
０
１
５
年
８
月
４
日
、
５

日
、
６
日
に
広
島
県
立
総
合
体

育
館
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
及
び

分
科
会
場
で
行
わ
れ
た
標
記
大

会
に
、
北
毛
保
健
生
協
よ
り
３

名
が
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
群
馬
県
か
ら
は
高
校
生
を

含
め
て
43
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

４
日
は
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ

で
「
開
会
総
会
」
が
午
後
２
時

〜
４
時
30
分
ま
で
行
わ
れ
、
６

日
は
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
で

「
被
爆
70
年
ヒ
ロ
シ
マ
デ
ー
集

父子２人を持ち上げます。
安全に力を合わせて

くらしの学校　福島視察バスツアー
～原発事故被災地の現状を自分の目で確かめよう～
日　　時：９月29日（火）午前６時30分出発

午後７時帰着（予定）
参 加 費：6,000円（昼食代別）
定　　員：45名（定員になり次第締め切ります）
視察予定：浪江町を中心に福島第一原発周辺
主　　催：生協社保委員会
連 絡 先：北毛保健生協事務局　TEL：24-2141

代
表
団
感
想

左から富澤さん、荒木さ
ん、青木さん

外国語大学留学生と交流
７月23日、市街地支部の高橋顕さんの紹介で、東京外

国語大学の学生のアクトルクンさん（カザフスタン）と
ヴァネッサさん（フィリピン）、お二人のホームスティ先
の八坂さんが北毛病院を見学・懇談を行ないました。理
事長から「この病院は地域の皆でお金を出しあって、皆
で運営している病院です」と普通の病院とは違うことを
紹介。その後、各専門委員会の役割を委員長が説明。懇
談で、マスコミ関係（映像）に進みたいというヴァネッ
サさんは「フィリピンは貧富の差が激しい」「ジャーナリ
ストになるのは危険、心配です」。アクトルクンさんは
「自国ではこんなに真面目
にやっている病院はない。
出資金を出しての運営で
はない」と語ってくれま
した。短時間の懇談でし
たが、北毛保健生協のこ
とを少しは分かってもら
えたと思います。
（市街地支部　中澤　勤）

２名の学生が見学

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
│
広
島

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
│
広
島 
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
│
広
島 

〜
核
兵
器
の
な
い
平
和
で
公
正
な
世
界
を
〜 

2015年 

が
あ
る
そ
う
で
す
。
約
１
６
０

ケ
国
が
核
廃
絶
賛
成
、
６
３
３

万
名
の
署
名
運
動
達
成
報
告
あ

り
。
核
廃
絶
を
あ
き
ら
め
ず
皆

で
連
帯
し
出
来
る
こ
と
に
取
り

か
か
り
継
続
し
て
い
く
事
が
大

事
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

５
日
の
分
科
会
は
「
呉
基
地

調
査
行
動
」
参
加
。

（
金
島
支
部
　
　
荒
木
昭
夫
）

争
の
恐
ろ
し
さ
を
改
め
て
実
感

し
、若
い
世
代
に
語
り
継
が
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

今
回
世
界
大
会
に
２
度
目
の

参
加
を
し
て
、
新
た
に
た
く
さ

ん
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

た
の
で
、
今
後
の
活
動
に
生
か

し
て
い
き
た
い
で
す
。

（
病
院
看
護
師
富
澤
利
奈
）
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「
人
間
の
成
長
」を
考
え
る
ヒ
ン
ト

精
神
科
　
鈴
　
木
　
　
　
繁

京
大
総
長
の
山
極
氏
は
、
東

大
か
ら
京
大
霊
長
類
研
究
所
に

転
身
し
た
経
歴
が
あ
り
ま
す
。

彼
は
、
人
間
を
知
る
術
を
探

し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
研
究
所

は
、
い
か
な
る
講
義
や
書
物
を

超
え
て
彼
の
期
待
に
応
え
る
も

の
で
し
た
。

ロ
ー
レ
ン
ツ
を
筆
頭
と
す
る

動
物
行
動
学
は
、
わ
れ
わ
れ
に

動
物
（
人
間
）
の
人
生
に
つ
い

て
数
多
く
語
り
ま
す
。
こ
こ
で

は
日
本
の
糸
魚
川
氏
の
仕
事
を

紹
介
し
ま
す
。

動
物
の
成
長
を
比
較
研
究
し

た
結
果
、
動
物
の
ひ
と
り
立
ち

に
つ
い
て
一
定
の
結
論
が
出
た

の
で
す
。
①
動
物
の
ひ
と
り
立

ち
の
過
程
は
、
種
に
よ
っ
て
大

き
く
異
な
る
。
②
同
種
の
個
体

間
に
お
い
て
は
、
当
然
の
こ
と

な
が
ら
親
と
の
関
係
が
問
題
に

な
る
。
子
が
自
力
で
動
き
回
り

外
界
の
食
物
を
自
分
で
取
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

も
、
子
と
親
の
結
び
つ
き
が
切

れ
る
こ
と
は
無
い
。
子
は
親
に

依
存
す
る
し
、
親
も
子
を
保
護

す
る
。
子
が
親
か
ら
ひ
と
り
立

ち
す
る
の
は
、
子
の
運
動
能
力

や
索
餌
能
力
の
発
達
が
も
と
に

な
る
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
ひ
と

り
立
ち
の
条
件
に
な
ら
な
い
。

③
子
は
親
か
ら
ひ
と
り
立
ち
す

る
に
し
た
が
い
、
仲
間
と
の
関

係
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
な
か

で
も
同
年
輩
と
の
関
係
が
重
要

で
あ
る
。
同
年
輩
の
仲
間
と
の

関
係
は
、
と
く
に
集
団
生
活
を

す
る
動
物
に
と
っ
て
、
子
の
社

会
的
活
動
の
発
達
や
互
い
の
社

会
的
関
係
を
形
づ
く
る
上
で
重

要
な
役
割
を
果
た
す
。
子
が
親

か
ら
離
れ
、
最
初
に
接
触
す
る

相
手
は
同
輩
の
仲
間
で
あ
る

が
、
仲
間
や
そ
の
親
と
の
接
触

を
持
っ
て
ゆ
く
。
④
集
団
生
活

を
す
る
動
物
に
と
っ
て
、
集
団

内
で
の
関
係
は
母
子
間
や
同
年

輩
の
仲
間
た
ち
の
間
だ
け
で
な

く
、
さ
ま
ざ
ま
な
性
、
年
齢
、

生
い
立
ち
、
社
会
的
位
置
を
占

め
る
個
体
と
の
間
で
営
ま
れ

る
。
⑤
子
の
ひ
と
り
立
ち
が
、

雄
と
雌
で
違
う
こ
と
は
多
い
。

雌
の
子
は
、
母
親
と
密
接
に
つ

な
が
っ
た
形
で
同
輩
の
仲
間
と

接
す
る
。
同
輩
の
グ
ル
ー
プ
に

は
入
ら
な
い
。
他
の
成
長
雌
や

さ
ま
ざ
ま
な
年
齢
の
も
の
と
接

す
る
。
母
親
か
ら
離
れ
な
い
形

で
巣
立
つ
。
⑥
子
が
成
熟
す
る

と
、
母
親
は
子
を
動
揺
さ
せ
な

い
よ
う
に
、
時
に
は
激
し
く
、

子
を
引
き
離
そ
う
と
す
る
行
動

を
取
る
。「
乏
し
い
環
境
」
と

「
豊
か
な
環
境
」
で
育
っ
た
サ

ル
の
比
較
研
究
で
は
、「
豊
か

な
環
境
」
で
育
っ
た
サ
ル
の
方

が
容
易
に
親
離
れ
す
る
。

古
代
の
人
間
が
ど
う
だ
っ
た

か
、こ
こ
か
ら
想
像
さ
れ
ま
す
。

わ
が
国
で
は
、
民
俗
学
者
・
柳

田
国
男
が
、
明
治
・
大
正
の
家

族
の
変
化
に
つ
い
て
調
査
し
ま

し
た
。
明
治
以
降
の
産
業
の
近

代
化
の
成
立
を
み
る
ま
で
、
地

域
共
同
体
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
が

存
在
し
ま
し
た
。「
借
り
親
」

「
烏
帽
子
親
」「
名
付
け
親
」
な

ど
擬
制
的
親
子
関
係
が
結
ば

れ
、
実
の
親
以
外
の
も
の
が
子

供
の
養
育
を
分
担
す
る
シ
ス
テ

ム
が
あ
っ
た
の
で
す
。し
か
し
、

大
正
期
に
な
っ
て
、
親
子
心
中

が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
家
族
の
孤
立
化
の
始
ま
り

で
あ
り
、
徐
々
に
崩
壊
的
な
家

族
が
増
え
始
め
て
ゆ
く
の
で

す
。
子
供
に
と
っ
て
は
「
乏
し

い
環
境
」
が
増
え
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

病　　　　　　　　院 診療所

内  科 小 児 科 外  科 神 経 科 皮膚科 内  科

午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午前

月

橋本
吉野
片田
有馬

木村
生方（予約） 福江 福江

（5:00～6:30）
大島

消化器＝根本 （大島） 鈴木 休診 休診 生方

火

飯島
生方
有馬

糖尿病＝下村
糖尿病＝錦戸

有馬
甲状腺＝桑原
（第2・3・4）
喘息＝古賀

循環器＝船田（第2・4）

医師交代 休診 助川
大腸肛門＝大島 手術日 八代

鈴木 八代 休診
橋本

甲状腺＝桑原
（第1午後）

水

橋本
吉野
宇敷
有馬

糖尿病＝生方

有馬
久保

甲状腺＝桑原
（第1夜間）
禁煙＝吉野（夜間）

福江

福江
（5:00～6:30）

予防接種
（3:00～5:00）

小暮
消化器＝根本 （大島） 鈴木 鈴木 山田 小林

木

飯島
橋本
有馬

鈴木伸（第2）
糖尿病＝小澤
循環器＝戸田

橋爪
整形

（6:30～ 7:00）
高血圧＝小林
（夜間 第１・２）

医師交代 休診

大島
安藤

（第1・3・5）
大腸肛門＝助川
（第2・4）

橋爪
まき爪 =根本
（夜間）

鈴木 休診 休診 生方

金
吉野
片田
有馬

喘息＝齋藤 医師交代

福江
（5:00～6:30）

予防接種
（2:00～4:00）

小暮 小暮
肝胆膵＝小暮 八代

八代
けいれん＝柄沢
（第1）

休診 飯島

土

吉野
飯島

木村（第1･3･5）
桑原（第2･4）
有馬

整形＝医師交代
循環器＝船田（第1･3･5）
糖尿病＝橋本（第1･3）

休診 福江 休診 助川
消化器＝根本 休診 鈴木 休診 休診 小林

北毛保健生協外来医師診療表（2015 年 8月～） 北毛病院 (24)1234    北毛診療所 (24)2818 

専門外来診療

喘 息 外 来 火曜日：午後、金曜日：午後 病 院

整 形 外 来 木曜日：夜間、土曜日：午前 病 院

糖 尿 病 外 来 火・水・木・土曜日：午前 病 院

甲 状 腺 外 来

第1水曜日：夜間
病 院

第2･3･4火曜日：午後

第1火曜日：午後 診療所

循 環 器 外 来
第1･3･5土曜日：午前  
第 2･4火曜日：午後
木曜日：午前

病 院

消 化 器 外 来 月 ･水 ･土曜日：午前 病 院

大腸肛門外来 火・木曜日：午前 病 院

高 血 圧 外 来 第１・２木曜日：夜間 病 院

けいれん外来 第1金曜日：午後 病 院

肝･胆･膵外来 金曜日：午後 病 院

禁 煙 外 来 水曜日：夜間 病 院

ま き 爪 外 来 木曜日：夜間 病 院

小 児 予 防
接 種 外 来 水・金曜日：午後 病 院

（注）・ 受 付時間 (AM8:30 ～ 12:00、PM1:00 ～
5:00、夜間PM6:00～ 6:30)

　　・ 月曜日午後の生方医師の診療はPM2:30開始、
受付はPM4:30までとなります。

　　・ 外科の火曜午前受付は AM11:30 までとなり
ます。

　　　 外科の午後は検査 ･手術等のため休診となる場
合があります。

　　　事前にお問い合わせください。
　　・ 専門外来は予約のみの診療、初診予約不可の場

合があります。
　　　事前にお問い合わせください。
　　・ 金曜日午後の内科は急患のみの対応となります。

事前にお問い合わせください。
　　・ 精神科の水曜日午後の受付はPM4:00 までと

なります。
　　・ 小児科の夜間外来受付はPM4:00 からとなり

ます。
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最後の建設日誌となる今回は、解体工事や外構工事と新しい組
合員ホールについて報告します。旧病院の解体工事は７月に終了
しました。外構工事を調整しながら全体の工期は遅れないように
工事を進めてきました。
現在造成している新病院の玄関付近は、大きな屋根の付いた乗

用車６台ほどが乗り降りできるスペースと、車いす用駐車場８台
分が整備されます。ここは病院玄関と同じ高さで、乗り降り専用
のロータリーとして整備します。
利用者専用の駐車場は、下の段に乗用車94台が駐車できる駐車

場を整備します。駐車場から病院へのアクセスは階段とスロープ
をご利用いただくことになります。
最後に組合員ホールですが、７月22日より鉄骨の建方工事が始

まり、８月中旬からは内装工事や器具の取付工事が行われ９月下
旬に自主検査・完成検査が終わりに引渡しとなります。
組合員ホールは、２階建ての鉄骨造で、１階は現在の「組織部

の機能」と組合員のみなさんが気軽によっていただける「談話コ
ーナ」、「役員室」や炊き出し用の「キッチン」と「物置」になり
ます。２階は「会議」や「学習会」や「班会」ができる組合員ホ

ールになります。
近隣のみなさまのご理
解とご協力により、北毛
病院の建設工事も残りわ
ずかとなりました。夢は
一歩一歩かたちになり、
10月１日のグランドオー
プンが楽しみです。

新病院建設日誌
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無料法律相談 毎月第１月曜日 午後７時～ 渋川民商事務所（金井本町）に於いて 顧問弁護士による無料法律相談を行っています。お問い合わせは122-1482

職員募集 職員募集 職員募集 

ご連絡の上、履歴書をお送りください。 
（連絡先） 
　渋川市有馬237-1 
　北毛保健生活協同組合 
　総務部　鈴木まで 
　　　　　TEL 0279-24-1234

医　　　師 

看護師（正・准） 

看 護 助 手 

薬　剤　師 

言語聴覚士 

理学療法士 

作業療法士 

ヘ ル パ ー 

医 療 事 務  

常勤・パート 

夜勤可能な方歓迎 

常勤・パート 

常勤・パート 

常勤 

常勤（2016卒業予定者・既卒） 

常勤（　　　　  〃  　　　　） 

登録 

パート 
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秋
支
部
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〉

８ 月 班 会 開 催 一 覧
支部名 班　名 人数 班　会　内　容

八木原 北合同
南合同

3
６

レインボー体操
レインボー体操

豊　秋 中村前田
本石原

3
5

便潜血チェック、体組成計
ネックレス作り

榛　東 子ども班会 17 ELMOプログラム
吉　岡 コスモス 11 シナプソロジー

子　持 けやき
百合の会

10
5

脳いきいき７回目（最終）
カラオケ

市街地 合同 7 総代班長研修会出し物練習

班 会 特 集

私も 
配って 
ます 

私も 
配って 
ます 

８／17 榛東こども班会
医学生、看護生の協力で
学童保育所にて行いました

８／20 市街地合
同班会
キーボードとギタ
ーと合唱の練習

８／27 八木原南
合同班会“継続は
力なり”

腫瘍（がん）マーカー等をオプション検査に加えて内容が充
実しました。健診の機会がない方・仕事や子育て中で健診を受
けそびれてしまった方などは、この機会にぜひお受けください。
異常値が出た場合には、すぐ受診し医師にご相談下さい。

※ご自身の健康チェックとしてお受け下さい。
医師の診察はありませんのでこの健康チェックは健康診断書

としては使えません。

《健診の内容》
せいきょう健康チェック 1,000円
①身長・体重・腹囲・体脂肪率　②血圧　③尿検査
④血液検査　⑤心電図

⑥オプション検査
便潜血 1,000円
内臓脂肪（CT） 1,000円
骨密度 1,500円
腫瘍（がん）マーカー
・PSA(前立腺がん) 1,000円
・CEA（主に消化器のがん） 1,000円
・CA19-9（主に膵臓・胆道系のがん） 1,000円
・胃がんリスク健診ABC健診 1,500円

※項目内容など詳しいお問い合わせは
健診科直通　TEL：25－2079

組合員のための「せいきょう健康チェック」のご案内
すこやか生協健診から名称及び

健診内容を変更しました

2015年　協同まつり
平和　健康　くらし　きずなのまちづくり
模擬店、健康チェック、子ども広場、ステージ企画、大

抽選会など楽しい催しがいっぱいです。お誘い合って多数
ご参加ください。

映画会は昼の部532人、夜の部222人、計754人が観
賞しました。
感想を紹介します。

¡とても良い映画でした、是非、中学生・高校生にこ
の映画を見てほしい！！(60代　女性)

¡福島の事をあわせての映画
に今までにない映画だったと
思いました。とても感動しま
した。たくさんの人に観て頂
きたい映画ですね。良い映画
を見せて頂き、本当にありが
とうございました。（50代
女性）
¡とても今では考えられない
現実でした。その頃の人たち
は、とても大変だったのだろ
うなとあらためて実感しまし
た。この映画はとっても良い
作品でした！！（11歳　男性）

平和映画会開かれる

健康チャレンジ
完歩者ぞくぞく!!
『渋川から歩く中山道
～京都三条大橋まで

105里60宿～』
今年は７月、８月上旬の厳しい暑さの

中60万歩の京都までの道のりを50人の方
が完歩されました。今後も健康づくりの
ため、歩き続けていきましょう。記念品
は郵送で送らせていただきます。
《完歩者の感想》

今回が２回目の挑戦になりましたが、
４か月でちょうど100万歩が達成できま
した。
歩き始めは、定年退職時80kgを超えて

いた体重を何とか70kg以下にとサイクリ
ングと散歩を始めたのがきっかけでし
た。１日に自転車10km、散歩10,000歩を
目標にして７年目になります。おかげで
最近では70kg前半の体重を維持できてお
り、人間ドックでも問題なしのお墨付き
をもらえるようになりました。
今後も自転車と散歩を基本に「健康チ

ャレンジ」を継続していきたいと思いま
す。 （八木原支部・青木　文男）

戦後70年　記念の平和映画となりました

『ソ満国境　15歳の夏』

と　き 10月25日（日）午前10時～午後１時
ところ 北毛病院　駐車場
主　催　北毛保健生活協同組合　TEL：24-2141

渋川北群馬民主商工会　TEL：22-1482
協　賛　コープぐんま

8
11

組合員文化作品展
渋川市民会館小ホールにて、書・絵・写真・

製作品・生け花アートなど12支部212点が展
示され会場はおおいに盛り上がりました。

8/11・12

渋川市民会館 渋川市民会館 
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